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　１－２０　シーリング工事の注意点

１　モエン標準施工法

プライマーは、必ずニチハシーリングに同梱の専用プライマーを使用してください。モエンの切断小口および

縦張り施工品の上下接合部（アウティ使用時のみ）の小口に塗布するプライマーの塗布量が十分でないと

モエンとシーリングの剥離をまねく原因となります。

プライマーはシーリングの接着補助材です。

切断したままの小口
微細な空隙や孔が多数散在
している

プライマーを塗布
空隙や孔が充填されて密

になっている

■プライマー塗布の効果

●小口面の微細孔を埋め、接着面積を増加　　　●モエンからの水・アルカリ成分移行を抑制

●シーリングからの成分移行を抑制　　　●被着表面強度の補強　　　●接着性の付与および向上
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■推奨マスキングテープ

※推奨マスキングテープを使用された場合でも、多少の塗膜剥離が発生することがありますので、できるだけゆっくり丁寧に剥がしてください。

※最新情報については、NICHIHA内外装建材総合カタログをご確認ください。

　 ＣＯＯＬミライア、メモリア、イルミオの推奨マスキングテープはNICHIHA内外装建材総合カタログでご確認ください。

２面接着においても、プライマーの未塗布や塗布量不足の場合、剥離が生じる可能性があります。また、前日が雨天で当日晴天時の施工の

場合は、日光や気温によって水分は蒸発していきますが、ハットジョイナーと小口面が接触している部分では水分が残留している場合があり

ます。布などを用いて拭き取り、必ず目地部が乾燥している状態でプライマーの塗布、シーリングの充填を行ってください。濡れた状態でプラ

イマーを塗っても接着補助の効果が発揮されず、のちの剥離の原因となります。

　

目地幅 目地の開き
＜２面接着＞ ハットジョイナートップ部には

シーリングは接着していない

ニチハ純正ハットジョイナー ﾑｰﾌ
ﾞﾒﾝﾄ

！

＜３面接着＞
目地幅

目地の開き

現場調達品ハットジョイナー ﾑｰﾌ
ﾞﾒﾝﾄ

！ 界面剥離！

破断！

一般外壁材商品向け

マイクロガード商品向け ＳＢ２４６

備　考

　※一般商品向け推奨マスキングテープは
　　【ＳＢ２４６Ｓ】で、マイクロガード推奨品は
　　Ｓがつきませんのでご注意願います。

　１－２１　シーリング

　 ●モエンは、環境の温度や湿度の変化により、常に伸縮する力が働き、シーリングは防水を兼ねたクッション材

　 　 として非常に大切な役割を果たします。

　 ●ニチハ純正の目地ジョイナーを装填し、ニチハシーリングを充填します。

　 ●マスキングテープの品種・施工方法などにより、外壁材の塗膜に剥離を引き起こす場合がありますので、

　 　 シーリング工事の際、次の点にご留意ください。
　

　１－２２　シーリングの３面接着防止

　 ●シーリング目地部には、いろいろな外力により、ムーブメント（動き・応力）が発生しますので、シーリングは

　 　 左右小口面への２面接着にすることが重要となります。

　 ●ニチハ純正ハットジョイナーは、３面接着防止のためフッ素樹脂コート処理を施しております。

!
注　　意

エクセラード１６
ルビドフラット ストラ
ルビドフラット（Ｖ）

ミラクルミント

ハットジョイナートップ部にシーリングが接着していないため、
シーリングが伸びても破断や剥離が生じない。（※）
※小口面へのプライマー塗布が必須条件

ハットジョイナートップ部にシーリングが接着しているため、
弾性が発揮されず、破断と小口面からの界面剥離が生じる。

ボンドブレーカー処理がないハット
ジョイナーはトップ部でシーリングが
接着してしまう

・付着力の強いマスキングテープを使用しないでください。（弊社推奨マスキングテープは下表をご参照ください。）
・マスキングテープは１日以上貼り置きしないでください。また、雨天中の貼り置きは避けてください。
・マスキングテープは勢いよく引き剥がさないでください。
・マスキングテープが糊残りした場合は、お湯または水を含ませた布で、糊を膨潤させながら拭き取ってください。

１－２３　各部の基本納まり図

 　１）　留付金具・モエン用釘適応表

①基本納まり

②モエンの厚み・長さが異なる場合

①基本納まり

②ニチハ純正雨跡防止水切

 　３）　上下接合部

①基本納まり

②モエンの厚みが異なる場合

③他素材の取り合い

④メーターモジュール躯体の四方合いじゃくり品

⑤縦張り通気金具工法の割り付けについて

 　４）　左右接合部

基本納まり 　５）　入隅部

 　７）　開口部 サッシの選定

①基本納まり

②長尺同質出隅

③差込出隅

④ツーピース出隅

⑥カバー出隅

⑦鈍角出隅

⑧鉄骨下地の不陸について

 　６）　出隅部

①片ハットジョイナー納め

②モエン開口水抜き部材を使用する場合
 　８）　開口部上側

 　９）　開口部下側

基本納まり １０）　開口部左右側

基本納まり １１）　オーバーハング部

①基本納まり

②天板を入れる場合

③Ｌ型通気材

④イーブスベンツ５８５Ｈ

⑤通気見切縁 １４）　笠木部

 １２）　軒天部
①基本納まり

②部材による軒天納まりの種類

 １６）　その他

①ファイアストップについて

②換気口まわりの基本納まり

③電気配線・設備配管

④樋支持金物

⑥高さ１６mを超える場合の施工方法

⑦大面積部への施工（四方合いじゃくり品）

⑤配管支持材

 １３）　軒天部

　　　　（軒・けらばの出寸法がない場合）

①基本概念

②部材を使用した納まり

 １５）　下屋根部
①基本納まり

②壁止まり部

③庇取り合い部

 　２）　土台部

①基本納まり

②水切部材の種類

③スターターの留め付けについて

⑤スリムコーナー１６




